

















4. The effect of antibiotics and bismuth on fecal 

























5. Restoration of insulin-like growth factor binding 
protein咽relatedprotein 1 has a tumor-suppressive 








［対象と方法］ 1 ）ヒト前立腺組織における IGFBP-














6. The Polycomb group gene mel-18 modulates the 
self-renewal activity and cell-cycle status of 





























性細胞中 Vα24十V;3 11 +NKT細胞比率，末梢血中の
絶対値を測定。また曙末梢血単核球を， l×1Q6加 lに
調整し αGalCer( 100 ng/rnl）と IL-2(50 IU/ml）で
刺激し， 8日目の NKT細胞比率を測定した。患者背
景として，年齢，擢病期間，好酸球数，総 IgE値，
FEVl.O/FVCを用いた。 NKT細胞数は，気管支瑞息患
者において，有意に低下していた。患者背景はいずれ
も NKT細胞数と相関が認められなかった。また，
NKT細胞の増殖反応は気管支端息患者と健常者間で
有意差を認めなかった。 NKT京If]抱数は気管支端息患
者において，すでに低下していたが，この低下は内因
性によるものではないと考えられた。
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